
【概 要】 当センターWebsite内にメールでの相談窓口を設置し、一般の方、医療従事者、教育関係者から
相談内容を受け付けている。
http://www.fujita-hu.ac.jp/general-allergy-center/information-station/consultation/

【実施期間】 2020年4月～継続中 (2022年12月までを集計)
【相談窓口件数】 111件

相談窓口（藤田医科大学総合アレルギーセンターWebサイト）

女性からの問い合わせが67％、年代では30～40代が半数を占める。愛知県からの問い合わせが最も多いが、北海道や沖縄など遠方からもあり。
相談内容は、成人、小児の食物アレルギー関係が半数以上で、症状の原因や現在の生活についてが多い。
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⾧崎 沖縄
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相談内容分類

症状の原因を特定したい

通院しているが中々治らない

治療方針への不安

今後のアレルギー対応生活について

社員教育への協力相談

コロナワクチン接種について

その他

食物アレルギー

（成人）25%

食物アレルギー

（小児科）27%

蕁麻疹
4%

薬剤アレルギー
9%

鼻炎アレルギー
4%

アレルギー

全般13%

対象疾患 食物アレルギー（成人）

食物アレルギー（小児）

蕁麻疹

動物アレルギー

薬剤アレルギー

アトピー性皮膚炎

花粉症

副鼻腔炎

ぜん息

全身掻痒感

アルコール

アナフィラキシー

鼻炎アレルギー

眼アレルギー

アレルギー全般
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年代別
10代 20代 30代 40代 50代 60代以上
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